
 

【日時】 １１月 15日（金）13時 30分～15時 30分 

【場所】 バンビオ１番館 6階 創作室１ 

【講師】 エンパワメント・センター主宰 森田ゆり さん 

 

◆相手を暴力や暴言で支配することによって自分の存在

価値を高めようとする生き方が、いかに無益なことか。そ

れを目撃する子どもの人生にどれほどの悪影響を与える

か。「暴力とは何か」というテーマに取り組み続けてきた講

師が非暴力の実践と理論化についてお話します。 

 

 

【日時】 １１月 12日（火）13時 30分～15時 30分 

【場所】 長岡京市役所 新庁舎 4階 会議室 402 

【講師】 立命館大学教授 斎藤真緒 さん 

 

◆家庭内のデリケートな問題を一身にうけている子どもや若

者たちの抱える問題を、私たちはどの程度知っているでしょ

うか。 

  

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 男女共同参画センター 女性の相談室  

 

■内閣府男女共同参画局の「特集 ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）と児童虐待 

～ＤＶは子どもの心を壊すもの～」のホームページはこちらから ➡       
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回 覧                                      長岡京市男女共同参画センターからのお知らせ 

 

 

11 月 12 日～25 日  女性に対する暴力をなくす運動週間  
  

11 月  児童虐待防止推進月間                          
 

長岡京市男女共同参画センターでは、11月をパーブル＆オレンジリボンプロジェクトの月間とし、講演会や市

立図書館の啓発コーナー等をとおして、DV防止や児童虐待防止の啓発を行います。講座はすべて参加無料。お

申込みは男女共同参画センターへ  

※パープルリボンは DV防止 オレンジリボンは児童虐待防止 

 

回 

覧 
こんなときは、男女共同参画センターへ相談 

「夫やパートナー、親との関係で困っている」「ＤＶ・

性暴力を受けた」「離婚のことで悩んでいる」「だれ

かに話したいけど誰に話していいかわからない」な

どの女性の様々な問題や悩みをお聞きしています。 

 

まずは、電話相談 ０７５－９６３－５５２２ 
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お申込み・お問い合わせは、長岡京市男女共同参画センター〝いこーる〟プラス 

〒617-0833 長岡京市神足二丁目３番１号 バンビオ１番館６階 

☎ 075-963-5501  Fax 075-963-5521  e-mail  danjo-c@city.nagaokakyo.lg.jp 

人権・男女共同参画フォーラム 2024 

【日時】 12月 7日（土） 午前 11時～午後 3時 30分（時間は予定）  

講演会は、午後 2時～3時 30分（申込受付は、11月 1日～） 

【場所】 長岡京市立中央公民館 

【内容】●講演会 「あきらめない心」 バイオリン演奏あり 

●講師  伊藤 真波さん（日本初片腕義手の看護師  

北京・ロンドンパラリンピック競泳日本代表） 

◆何気なく日常で使用している表現について、 

考えてみませんか。 
 

日頃何気なく使っている言葉にも、これまでの社会の習慣やしきたりに基づい

た表現があります。気になる人やいやな気分になる人もいるので気を付けた方

がいいですね。 

見直したい表現例 望ましい表現例 見直しの理由 

主人・旦那 夫・配偶者・パートナー 男性が主で女性が家にいて

補助的な役割をするという

ような印象を受けます 

奥さん・家内 妻・配偶者・パートナー 

内助の功 協力 

嫁 息子の妻 
かつての家父長制度に基づ

いた表現です 
嫁ぐ 結婚する 

入籍 婚姻届を出す 

 

◆男女共同参画講座 

ジェンダー平等を        
男性からの視点で探る 

日時：１０月２１日（月）        
１３：３０～ １５：３０ 

場所：長岡京市役所新庁舎     
４階 会議室４０２ 

講師：伊藤公雄 さん      
京都大学・大阪大学名誉教授 

 

◆無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）の解消に向けて 

自分自身は気づいていない「ものの見方やとらえ方のゆがみや偏り」をいいます。

自分自身では意識しづらく、ゆがみや偏りがあるとは認識していないため、「無意

識の偏見」と呼ばれます。 

・女性は結婚によって、経済的に安定を得る方が良い。 

・同程度の実力なら、まず男性から昇進させたり管理職に登用するものだ 

・職場のリーダーは男性の方が向いている など 

 

※内閣府のホームページでは、アンコンシャス・バイアスのテーマとポイントにつ

いて、上記に関する動画が掲載されています。 

 


